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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（Ｃ
ＳＩ）をレポートする無線デバイスにおける方法を提供
する。
【解決手段】ＣＳＩプロセスは、参照信号リソース及び
干渉測定リソースに対応する。無線デバイスは、ＣＳＩ
プロセスと関連付けられる調整値を取得８１０する。無
線デバイスは、参照信号リソース内で受信された一又は
複数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定８２０し
、調整値を推定された有効チャネルに適用８３０し、そ
れにより、調整された有効チャネルを取得する。さらに
、無線デバイスは、調整された有効チャネル、及び干渉
測定リソースに基づいて推定された干渉に基づいて、チ
ャネル状況情報を決定８４０する。最後に、チャネル状
況情報がネットワークノードに送信８５０される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネル状況情報（ＣＳＩ）を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣ
ＳＩプロセスのためにレポートする無線デバイスにおける方法であって、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得（８１０）することと、
　前記参照信号リソース内で受信された一又は複数の参照信号に基づいて有効チャネルを
推定（８２０）することと、
　前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用（８３０）して調整された有効チャネ
ルを取得することと、
　前記調整された有効チャネル、及び前記干渉測定リソースに基づいて推定された干渉に
基づいて、チャネル状況情報を決定（８４０）することと、
　前記チャネル状況情報をネットワークノードに送信（８５０）することと
を特徴とする方法。
【請求項２】
　各干渉エミュレーション構成につき、前記関連付けられた参照信号に基づいて有効チャ
ネルを推定する（１０４０）ことと、
　その構成のための前記推定された有効チャネルに基づいて、各干渉エミュレーション構
成につき干渉をエミュレート（１０５０）することと、
　さらに前記エミュレートされた干渉に基づいてチャネル状況情報を決定（１０６０）す
ることと
をさらに含み、前記ＣＳＩプロセスがさらに一又は複数の干渉エミュレーション構成に対
応し、各干渉エミュレーション構成が想定された干渉物から受信された参照信号に関連付
けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各干渉エミュレーション構成につき、前記エミュレートされた干渉に前記調整値を適用
することをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記干渉エミュレーション構成に対して第２の調整値を取得し、各構成につき前記エミ
ュレートされた干渉に前記第２の調整値を適用することをさらに含む、請求項２に記載の
方法。
【請求項５】
　前記ＣＳＩプロセスが少なくとも２つの参照信号リソースに対応し、調整値が前記参照
信号リソースのそれぞれ１つに関連付けられる、請求項１から４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　前記ＣＳＩプロセスの各参照信号リソースにつき、前記参照信号リソース内で受信され
た一又は複数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定（８２０）し、前記参照信号リソ
ースに関連付けられる前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用して、調整された
有効チャネルを取得することと、
　前記調整された有効チャネル及び推定された干渉に基づいてチャネル状況情報を決定（
８４０）することと
をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記調整値が電力測定オフセットである、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項８】
　追加の非ＣＳＩプロセス固有電力オフセットを前記推定された有効チャネルに適用（９
３０）することをさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記参照信号がチャネル状況情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）であり、前記追加の電力オ
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フセットが前記ＣＳＩ－ＲＳと関連付けられる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記調整値がスケーリングファクタである、請求項１から６のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記調整値に基づいて少なくとも１つの他のＣＳＩプロセスに対してチャネル状況情報
を決定することをさらに含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記調整値がネットワークノードから取得される、請求項１から１１のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１３】
　ネットワークノードからインデックスを受信することと、所定のルックアップテーブル
からの前記インデックスに対応する前記調整値を読み出すことによって前記調整値を取得
することとをさらに含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記チャネル状況情報が、チャネル品質指標、プリコーディング行列指標、ランク指標
、及びプリコーディング行列タイプのうちの一又は複数を含む、請求項１から１３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記無線デバイスが、同一の参照信号リソースに対応する２つのＣＳＩプロセスによっ
て構成され、種々の調整値に関連付けられる、請求項１から１４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記参照信号リソースが、所望の信号に対応する一又は複数の参照信号が受信される一
連のリソース要素を含み、前記干渉測定リソースが、前記所望の信号に干渉すると想定さ
れる一又は複数の信号が受信される一連のリソース要素を含む、請求項１から１５のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記参照信号リソースがＣＳＩ－ＲＳリソースである、請求項１から１６のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記干渉測定リソースが、セル固有参照信号リソースであり、干渉が、前記セル固有参
照信号リソース内で受信された前記信号からデコードされたセル固有参照信号を減じるこ
とによって推定される、請求項１から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　チャネル状況情報（ＣＳＩ）を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣ
ＳＩプロセスのために無線デバイスから受信するネットワークノードにおける方法であっ
て、前記ネットワークノードが、協調マルチポイント送信のためのクラスタ内に含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値のインディケーションを前記無線デバイス
に送信する（１１３０）ことと、
　前記無線デバイスから前記ＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を受信（１１４
０）することと
を特徴とする方法。
【請求項２０】
　前記参照信号リソースが、前記無線デバイスによる受信が意図される信号に対応する一
又は複数の参照信号が送信される一連のリソース要素を含み、前記干渉測定リソースが、
前記所望の信号に干渉すると想定される一又は複数の信号が受信される一連のリソース要
素を含む、請求項１９に記載の方法。　
【請求項２１】
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる干渉仮説に基づいて前記調整値を決定（１１２０
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）することをさらに含み、前記干渉仮説が、前記無線デバイスによる受信が意図される信
号に干渉すると想定される一連の送信ポイントに対応する、請求項１９又は２０に記載の
方法。
【請求項２２】
　前記干渉仮説に従って想定される干渉性送信ポイントからの干渉を補償するように、前
記調整値が決定され、前記干渉が前記無線デバイスによって推定されない、請求項１９か
ら２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記調整値が、前記干渉仮説に従って干渉すると想定される一又は複数の送信ポイント
からの干渉を補償するが、前記無線デバイスのための測定セットに含まれない、請求項１
９から２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＣＳＩプロセスのための構成情報を前記無線デバイスに送信する（１１１０）こと
をさらに含む、請求項１９から２３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記調整値のインディケーションが前記構成情報に含まれる、請求項２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　前記受信されたチャネル状況情報に基づいてリンク適応を実行する（１１５０）ことを
さらに含む、請求項１９から２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　無線回路（１３１０）及び処理回路（１３２０）を含み、チャネル状況情報（ＣＳＩ）
を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣＳＩプロセスのためにレポート
する、無線デバイス（１３００）において、前記処理回路（１３２０）が、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得し、
　前記参照信号リソース内で、前記無線回路（１３１０）を介して、受信された一又は複
数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定し、
　前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用して調整された有効チャネルを取得し
、
　前記調整された有効チャネル、及び前記干渉仮説に基づいて推定された干渉に基づいて
、チャネル状況情報を決定し、
　前記チャネル状況情報を、前記無線回路（１３１０）を介して、ネットワークノード（
１２００）に送信するように構成されること
を特徴とする無線デバイス（１３００）。
【請求項２８】
　無線回路（１２１０）及び処理回路（１２２０）を含み、チャネル状況情報（ＣＳＩ）
を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣＳＩプロセスのために無線デバ
イス（１３００）から受信する、ネットワークノード（１２００）において、前記処理回
路（１２２０）が、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値のインディケーションを、前記無線回路（
１２１０）を介して、前記無線デバイス（１３００）に送信し、
　前記無線デバイス（１３００）から前記ＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を
、前記無線回路（１２１０）を介して、受信するように構成されること
を特徴とするネットワークノード（１２００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チャネル状態情報をレポートするための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、ユニバーサル移動体通信シス
テム（ＵＭＴＳ）及びロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を標準化する役割を担う
。ＬＴＥにおける３ＧＰＰの働きは、進化型ユニバーサル地上波アクセスネットワーク（
Ｅ―ＵＴＲＡＮ）とも呼ばれる。ＬＴＥは、ダウンリンク及びアップリンクの両方におい
て高データレートを達成することができる高速パケットベース通信を実現する技術であり
、ＵＭＴＳに対して次世代の移動体通信システムとして考えられている。高データレート
を支持するために、ＬＴＥは、２０ＭＨｚのシステム帯域幅、又はキャリアアグリゲーシ
ョンが用いられるときは最大１００Ｈｚのシステム帯域幅を可能にする。ＬＴＥは、さら
に種々の周波数帯域で作動することができ、少なくとも周波数分割デュプレックス（ＦＤ
Ｄ）モード及び時分割デュプレックス（ＴＤＤ）モードで作動することができる。
【０００３】
　ＬＴＥは、ダウンリンクでは直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を、アップリンクでは離
散フーリエ変換－拡散（ＤＦＴ拡散）ＯＦＤＭを使用する。図１に示されているように、
基本的なＬＴＥ物理リソースは、時間―周波数グリッドとみなすことができ、各々の時間
―周波数リソース要素（ＴＦＲＥ）は、特定のアンテナポート上で、１つのＯＦＤＭシン
ボル区間中の１つのサブキャリアに対応する。アンテナポートにつき１つのリソースグリ
ッドがある。ＬＴＥにおけるリソース割当ては、リソースブロックにより記述され、リソ
ースブロックは、時間ドメインでは１つのスロットに対応し、周波数ドメインでは１２個
の連続的な１５ｋＨｚのサブキャリアに対応する。２つの時間的に連続したリソースブロ
ックは、リソースブロックペアを表し、スケジューリングが動作する時間区間に対応する
。
【０００４】
　アンテナポートは、アンテナポート固有参照信号（ＲＳ）によって規定される「仮想的
な」アンテナである。アンテナポートは、アンテナポート上のシンボルが伝達されるチャ
ネルが同一のアンテナポート上で別のシンボルが伝達されるチャネルから推測することが
できるように、規定される。アンテナポートに対応する信号は、幾つかの物理アンテナに
よって送信される可能性があり、物理アンテナはさらに地理的に分散されうる。言い換え
ると、アンテナポートは、１つ又は幾つかの送信ポイントから送信されうる。逆に、１つ
の送信ポイントは、１つ又は幾つかのアンテナポートを送信しうる。アンテナポートは、
交換可能に「ＲＳポート」と呼ばれうる。
【０００５】
　マルチアンテナ技術により、無線通信システムのデータレート及び信頼性は大いに高ま
ることが可能である。送信器と受信器の両方が複数のアンテナを備え、その結果として多
入力多出力（ＭＩＭＯ）通信チャネルがもたらされる場合、性能は特に改善される。この
ようなシステム及び／又は関連技術は、一般にＭＩＭＯと呼ばれる。
【０００６】
　ＬＴＥ標準は、現在のところＭＩＭＯの支援の強化と共に進化している。ＬＴＥにおけ
る中核的構成要素となっているのは、ＭＩＭＯアンテナ配備及びＭＩＭＯ関連技術の支援
である。ＬＴＥのリリース１０及びそれ以降（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄとも呼ばれる）
は、場合によりチャネル依存プリコーディングを用いて８レイヤ空間多重化の支援を可能
にする。このような空間多重化の目的は、好適なチャネル条件において高データレートを
達成することにある。プリコードされた空間多重化の図解が、図２に提供されている。
【０００７】
　示されるように、シンボルベクトルｓを運ぶ情報は、ＮＴ次元ベクトル空間の部分空間
内で送信エネルギーを分配する役割を果たすＮＴｘｒプリコーダ行列

によって多重化され、ＮＴはアンテナポートの数に対応する。ｓ内のｒシンボルは、各々
、いわゆる層であるシンボルストリームの一部であり、ｒは送信ランクと呼ばれる。この
方法においては、同一のＴＦＲＥを介して複数のシンボルが同時に送信されうることから
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、空間多重化が達成される。レイヤｒの数は、通常、現行のチャネル特性に合うよう適合
される。
【０００８】
　さらに、プリコーダ行列は、可能性のあるプリコーダ行列の符号帳から選択されること
が多く、且つ通常はプリコーダ行列指標（ＰＭＩ）を用いて示され、ＰＭＩは、所与のラ
ンクに対して符号帳内の固有のプリコーダ行列を特定する。プリコーダ行列が直交列を有
するものに限定される場合には、プリコーダ行列の符号帳の設計は、グラスマニアン部分
空間パッキング問題に対応する。
【０００９】
　ｎと指標付けられたデータＴＦＲＥ上の受信されたＮＲｘ１ベクトルｙｎは、

（１）
によってモデル化され、ｅｎは、ランダムプロセスの具現化としてモデル化されたノイズ
及び干渉ベクトルである。ランクｒ

に対するプリコーダは、広帯域プリコーダであることができ、周波数全体にわたり一定で
あるか、又は周波数選択性である。
【００１０】
　プリコーダ行列は、ＮＲｘＮＴＭＩＭＯチャネルＨの特徴に合致するよう選ばれること
がよくあり、その結果、いわゆるチャネル依存プリコーディングがもたらされる。ＵＥの
フィードバックに基づいた場合、これは通常、閉ループプリコーディングと呼ばれ、送信
されたエネルギーの多くをＵＥに伝達するという意味で強力である部分空間へ送信エネル
ギーを集中させることを本質的に追及するものである。加えて、プリコーダ行列は、チャ
ネルの直交化を追及するように選択されることもあり、このことは、ＵＥにおける適切な
線形等化の後にレイヤ間干渉が低減することを意味する。
【００１１】
　閉ループプリコーディングにおいては、ＵＥは、フォワードリンク又はダウンリンクに
おけるチャネル測定に基づいて、基地局にリコメンデーションを送信する。これは、ＬＴ
Ｅでは、使用する適切なプリコーダの進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）と呼ばれる。広
帯域幅をカバーすると想定される単一のプリコーダ（広帯域プリコーディング）は、フィ
ードバックを受けることができる。チャネルの周波数変動に適合し、代わりに周波数選択
性プリコーディングレポートをフィードバックする（例えば、幾つかのプリコーダで、サ
ブバンド毎に１つ）ことも有益かもしれない。これは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィ
ードバックのより一般的な場合の例示であり、ＵＥへのその後の送信においてｅＮｏｄｅ
Ｂを支援するために、プリコーダ以外の他のエンティティにフィードバックすることをさ
らに含む。したがって、チャネル状況情報は、一又は複数のＰＭＩ、チャネル品質指標（
ＣＱＩ）、又はランク指標（ＲＩ）を含むことができる。
【００１２】
　信号及びチャネル品質推定は、最新の無線システムの基本的部分である。ノイズ及び干
渉推定は、復調器で使用されるだけではなく、例えば、ｅＮｏｄｅＢ側でリンク適応及び
スケジューリング決定のために通常使用されるチャネル品質指標（ＣＱＩ）を推定すると
きにも重要なクォンティティである。
【００１３】
　（１）における用語ｅｎは、ＴＦＲＥにおけるノイズ及び干渉を表し、分散及び相関関
係などの２次統計に関して通常特徴づけられる。干渉は、幾つかの方法で推定することが
でき、それは、ＬＴＥの時間―周波数グリッドにおいて存在するセル固有の参照シンボル
（ＲＳ）からの推定を含む。このようなＲＳは、図３で示されるリリース８セル固有ＲＳ
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、ＣＲＳ（アンテナポート０－３）、並びに以下でより詳しく説明されるリリース１０で
利用可能な新しいＣＳＩーＲＳに対応することができる。ＣＲＳは、時々共通参照信号と
も呼ばれる。
【００１４】
　干渉及びノイズの推定は、様々な方法で形成することができる。推定は、

及び

がそのときは既知であり、

がチャネル推定器によって与えられるため、セル固有ＲＳを含むＴＦＲＥに基づいて容易
に形成することができる。対象となっているＵＥに対して予定されているデータとのＴＦ
ＲＥ上の干渉は、その瞬間は既知のシンボルとして見なすことができるため、データシン
ボル

が検出されるとすぐに推定できることにさらに留意すべきである。後者の干渉も、受信さ
れた信号の２次統計及び対象のＵＥに対して意図された信号に基づいて代替的にさらに推
定することができ、したがって、場合により、干渉項を推定する前の送信をデコードする
必要を回避する。代替的に、干渉は、受信信号が干渉のみに対して対応するように、所望
の信号がミュートされるＴＦＲＥ上で測定することができる。これは、デコード又は所望
の信号減算が実行される必要がないため、干渉測定がより正確になり、ＵＥ処理が自明に
なる利点を有する。
【００１５】
　チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
　ＬＴＥリリース１０では、新たな参照シンボルシーケンス（すなわちＣＳＩ－ＲＳ）が
、チャネル状態情報の推定を目的として導入された。ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩフィードバ
ックがその目的のために前のリリースで使用されていたセル固有参照シンボル（ＣＲＳ）
に基づくことに対して勝る幾つかの利点を提供する。第１に、ＣＳＩ－ＲＳは、データ信
号の復調に使用されず、ゆえに、同一の密度を必要としない。言い換えると、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓのオーバヘッドは相当低くなる。第２に、ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩフィードバック測定
を構成するのにずっと適応度が高い手段を提供する。例えば、どのＣＳＩ－ＲＳリソース
に測定を行うかを、ＵＥの固有の様態で構成することができる。さらに、ＣＲＳは最大で
４アンテナ向けにしか規定されないことから、４アンテナを超えるアンテナ構成の支援は
、ＣＳＩ－ＲＳを頼みにする他ない。
【００１６】
　ＣＳＩ－ＲＳ上で測定を行うことにより、ＵＥは、無線伝搬チャネル、アンテナ利得、
及び任意の可能性のある仮想アンテナ化を含む、ＣＳＩ－ＲＳが通過している有効チャネ
ルを推定することができる。ＣＳＩ－ＲＳポートは、複数の物理アンテナポートを介して
仮想化されるようにプリコードされてもよく、つまり、ＣＳＩ－ＲＳポートは、場合によ
り異なる利得及び位相で、複数の物理アンテナポート上で送信することができる。数学的
により厳密には、このことは、既知のＣＳＩ－ＲＳ信号

が送信される場合、ＵＥは、送信信号と受信信号との間の結合（すなわち有効チャネル）
を推定できることを意味する。したがって、送信において仮想化が行われない場合：
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　ＵＥは、有効チャネルを測定することができる。

同様に、ＣＳＩ－ＲＳが、

としてプリコーダ

を使用して仮想化される場合、ＵＥは、有効チャネルを推定することができる。

【００１７】
　ＣＳＩ－ＲＳに関連するのは、標準ＣＳＩ－ＲＳリソースと全く同じように構成される
ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳリソース（ミュートされたＣＳＩ－ＲＳとしても知られている）
の概念であり、ＵＥは、データ送信がそれらのリソースの周囲でマッピングされることを
覚知する。ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳリソースの意図は、近隣セル／送信ポイントにおいて
送信されることもある、対応する非ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳのＳＩＮＲをブーストさせる
ように、ネットワークが対応するリソース上の送信をミュートできるようにすることであ
る。ＬＴＥのリリース１１に関しては、干渉プラスノイズの測定のためにＵＥが使用しな
ければならない特別なゼロパワーＣＳＩ－ＲＳが話し合われている。その名称が示すよう
に、ＵＥは、対象のＴＰがミュートされたＣＳＩ－ＲＳリソース上で送信を行っていない
と想定することでき、したがって、受信された電力は、干渉プラスノイズのレベルの物差
しとして使用することができる。
【００１８】
　特定されたＣＳＩ－ＲＳリソースと干渉測定構成（例えばミュートされたＣＳＩ－ＲＳ
リソース）に基づいて、ＵＥは、有効チャネル及びノイズプラス干渉の推定が可能であり
、その結果、特定のチャネルにどのランク、プリコーダ、及びトランスポートフォーマッ
トが最も適合していると推奨するかを決定することもできる。
【００１９】
　電力測定オフセット
　上述のように、ＬＴＥにおいては、例えば、ＰＭＩ、ＲＩ、及びＣＱＩの組み合わせな
ど、測定された有効チャネルに対して特定の送信を推奨することによって、端末はネット
ワークにチャネル状況情報を提供する。この推奨を可能にするために、ＵＥは、（有効チ
ャネルの測定に使用される）参照信号と仮説上の直後のデータ送信との間の相対的電力オ
フセットを覚知する必要がある。以下では、このような電力オフセットは電力測定オフセ
ット（ＰＭＯ）を指す。この電力オフセットは、特定の参照信号に結び付けられ、例えば
、ＣＳＩ－ＲＳ上で測定を設定するための構成メッセージの一部であるパラメータＰｃ、
又はＣＲＳのためのパラメータｎｏｍＰＤＳＣＨ－ＲＳ－ＥＰＲＥオフセットに関連する
。
【００２０】
　実際には、ＣＱＩは完全から程遠く、実質的なエラーが存在する可能性があり、これは
、推定されたチャネル品質が送信が行われるリンクに対して見られる実際のチャネル品質
に対応しないことを意味する。ｅＮｏｄｅＢは、ある程度、ＣＱＩ値のアウターループ調
整によって、エラーのあるＣＱＩレポーティングの悪影響を低減させることができる。ハ
イブリッドＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫシグナリングを監視することによって、ｅＮｏｄｅ
Ｂは、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）又は関連する測定が、目標値を下回るか又は上回るか
を検出することができる。この情報を使用して、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥによって推奨され
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ているよりも多くの攻撃的な（又は防衛的な）ＭＣＳの使用を決定することができる。し
かしながら、アウターループ制御は、リンク適応を改善するには荒削りなツールであり、
ループの収束は遅い可能性がある。
【００２１】
　さらに、ＣＱＩレポートが直接ランクに関連するため、ｅＮｏｄｅＢが推奨されたラン
クから逸脱することはより困難である。ランクの変更は、ＣＱＩレポートによって提供さ
れる情報の利用を困難又は不可能にし、すなわち、ｅＮｏｄｅＢがＵＥによって推奨され
たランクをオーバーライドする場合、ｅＮｏｄｅＢは、種々のデータストリーム上でどの
ＭＣＳを使用するかを覚知することが大変困難になる。
【００２２】
　ネットワークは、ＵＥ内のＰＭＯを調整することによって、ランクレポーティングを改
善することができる。例えば、電力測定オフセットが低減される（それにより送信された
データチャネルに対して端末に低電力を想定させる）場合、「最適な」ランクがＳＩＮＲ
と共に増大するため、端末はより低いランクを推奨する傾向がある。
【００２３】
　協調マルチポイント送信（ＣｏＭＰ）
　ＣｏＭＰ送信及び受信とは、システム性能を改善するために、複数の地理的に離れたア
ンテナサイトにおける送信及び／又は受信が協調するシステムを指す。より具体的には、
ＣｏＭＰとは、異なる地理的対象領域を有するアンテナアレイの協調を指している。後続
の説明においては、ポイント、又はより具体的には送信ポイント（ＴＰ）と同じ様態で実
質的に同一の地理的領域を対象範囲とする一連のアンテナが取り上げられる。したがって
、ポイントは、サイトにおけるセクターの１つに対応するかもしれないが、アンテナであ
って、そのすべてが類似の地理的領域を対象範囲とすることを意図する、アンテナの一又
は複数を有するサイトに対応することもできる。異なるポイントは、異なるサイトを表す
ことが多い。アンテナは、地理的に十分に離れたとき、及び／又は十分に異なる方向を指
すアンテナ線図を有するとき、種々のポイントに対応する。本開示は、主にダウンリンク
ＣｏＭＰ送信に焦点を当てるが、通常、送信ポイントは受信ポイントとしても機能しうる
ことを理解されたい。ポイント間の協調は、異なるサイト間の直接通信を用いること、又
は中央協調ノードを用いることのいずれかによって提供することができる。さらなる協調
の可能性は、各送信ポイントが、特定の一連のネイバー（ｎｅｉｇｈｂｏｒ）（例えば２
つのネイバー）に接続され、且つ特定の一連のネイバーを協調させる、「浮動クラスタ」
にある。協調送信及び／又は送信を実行する一連のポイントは、以下でＣｏＭＰ協調クラ
スタ、協調クラスタ、又は単純にクラスタと呼ばれる。
【００２４】
　図５は、ＴＰ１、ＴＰ２、及びＴＰ３と表示される３つの送信ポイントを含むＣｏＭＰ
協調クラスタを用いる例示的な無線ネットワークを示す。
【００２５】
　ＣｏＭＰは、高データレートの対象範囲、セル端スループットを改善するために、及び
／又は、システムスループットを増加させるために、ＬＴＥに導入されたツールである。
具体的にその目標は、干渉の低減及び／又は干渉のより正確な予測のいずれかを行い、シ
ステムにおける干渉を制御することによって、ユーザ知覚性能をネットワーク内でより均
等に提供することである。
【００２６】
　ＣｏＭＰの動作は、セルラーマクロ配置におけるサイトとセクターとの間の協調、並び
に、例えばマクロノードがマクロ対象領域の中のピコノードを用いて送信を協調させる異
種配置の異なる構成を含む、多種多様な配置を目指すものである。
【００２７】
　例えば以下のような多種多様なＣｏＭＰ送信方式が検討されている。
動的ポイントブランキング（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｂｌａｎｋｉｎｇ）であって
、近隣の送信ポイントが著しい干渉を経験するＵＥに割り当てられる時間―周波数リソー
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ス（ＴＦＲＥ）上の送信をミュートできるように、複数の送信ポイントが送信を協調させ
る、動的ポイントブランキング。
【００２８】
　協調ビーム形成（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）であって、近隣
のＴＰによりサービスを受けるＵＥへの干渉が抑制されるような方法で送信電力をビーム
形成することによって、ＴＰが空間領域における送信を協調させる、協調ビーム形成。
【００２９】
　動的ポイント選択（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）であって、送
信ポイントが完全に活用されるように、ＵＥへのデータ送信が、異なる送信ポイント間で
（時間及び周波数において）動的に切り替わることができる、動的ポイント選択。
【００３０】
　ジョイント送信（Ｊｏｉｎｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）であって、ＵＥへの信号が
、同一の時間／周波数リソース上で複数のＴＰから同時に送信される、ジョイント送信。
ジョイント送信の目的は、受信される信号電力を増加させ、及び／又は受信される干渉を
低減することである（協調ＴＰがさもなければ我々のＪＴ　ＵＥを考慮に入れずに他の何
らかのＵＥにサービス提供を行う場合）。
【００３１】
　ＣｏＭＰフィードバック
　ＣｏＭＰ送信方式における共通点は、ネットワークが、サービングＴＰに関してだけで
なく、近隣のＴＰを端末にリンクするチャネルに関しても、ＣＳＩ情報を必要とすること
である。例えば、ＴＰ毎に固有のＣＳＩ－ＲＳリソースを構成することにより、ＵＥは、
対応するＣＳＩ－ＲＳに測定を行うことで、各ＴＰについての有効チャネルを決定するこ
とができる。ＵＥは、特定のＴＰの物理的存在を知覚しないことがよくあり、特定のＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースとＴＰとの間のいかなる関連も覚知せずに、特定のＣＳＩ－ＲＳリソー
ス上で測定を行うように構成されているのみであることに留意されたい。
【００３２】
　リソースブロックペア内のどのリソース要素が潜在的にＵＥ固有ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳ
によって占有されうるかを示す詳細な例が図４で提供される。この例では、ＣＳＩ－ＲＳ
は、２つの連続したＲＥ上の２つのアンテナポートをオーバーレイするために長さ２の直
交カバーコードを活用する。示されるように、多種多様なＣＳＩーＲＳパターンが利用可
能である。２ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの場合、例えば、サブフレーム内に２０の異な
るパターンがある。対応するパターンの数は、４ＣＳＩ－ＲＳアンテナポート及び８ＣＳ
Ｉ－ＲＳアンテナポートに対して、それぞれ１０及び５である。
【００３３】
　ＣＳＩ－ＲＳリソースは、特定のＣＳＩ－ＲＳ構成が送信されるリソース要素のパター
ンとして説明されうる。ＣＳＩ－ＲＳリソースを決定する１つの方法は、ＲＲＣシグナリ
ングによって構成されうる、パラメータ「リソース構成」、「サブフレーム構成」、及び
「アンテナポート総数」の組み合わせによってである。
【００３４】
　幾つか異なるタイプのＣｏＭＰフィードバックが可能である。ほとんどの選択肢は、場
合により多重ＣＳＩ－ＲＳリソースのＣＱＩ集合と共に、且つ場合によりＣＳＩ－ＲＳリ
ソース間の何らかの同相情報（ｃｏ－ｐｈａｓｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と共に
、ＣＳＩ－ＲＳリソースのフィードバックごとに基づいている。以下は、関係する選択肢
のリストであるが、包括的なリストではない（任意のこれらの選択肢の組み合わせがさら
に可能であることに留意されたい）。
【００３５】
　ＣＳＩ－ＲＳリソースごとのフィードバックは、一連のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に
ついてのチャネル状態情報（ＣＳＩ）の個々のレポーティングに対応する。このようなＣ
ＳＩレポートは、例えば、プリコーダ行列指標（ＰＭＩ）、ランク指標（ＲＩ）、及び／
又はチャネル品質指標（ＣＱＩ）の一又は複数を含み、これらは、関連するＣＳＩ－ＲＳ
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のために使用される同一のアンテナ、又はチャネル測定のために使用されるＲＳを介した
仮説上のダウンリンク送信のための推奨される構成を表す。より一般的には、推奨される
送信は、ＣＳＩチャネル測定に使用される参照シンボルと同一の方法で、物理アンテナへ
とマッピングされるべきである。
【００３６】
　典型的には、ＣＳＩ－ＲＳとＴＰとの間には１対１のマッピングがあり、そのような場
合、ＣＳＩ－ＲＳリソースごとのフィードバックは、ＴＰごとのフィードバックに対応し
、つまり、各ＴＰに対して別個のＰＭＩ／ＲＩ／ＣＱＩがレポートされる。ＣＳＩレポー
ト間に相互依存があってもよく、例えば、同一のＲＩを有するようにそれらを制約できる
ことに留意されたい。ＣＳＩレポート間の相互依存は、　ＵＥがフィードバックを計算す
るときのサーチスペースの減少、フィードバックオーバヘッドの減少、及びＲＩを再利用
する場合にｅＮｏｄｅＢにおいてランクのオーバーライドを実行する必要性の減少、など
の多くの利点を有する。
【００３７】
　考慮されたＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＣｏＭＰ測定セットとしてｅＮｏｄｅＢによって
構成される。図５で示される例では、種々の測定セットは、無線デバイス５４０及び５５
０のために構成されうる。例えば、無線デバイス５４０のための測定セットは、ＴＰ１及
びＴＰ２がデバイス５４０への送信に適する可能性があるため、ＴＰ１及びＴＰ２によっ
て送信されるＣＳＩ－Ｒリソースで構成されうる。無線デバイス５５０のための測定セッ
トは、代わりに、ＴＰ２及びＴＰ３によって送信されるＣＳＩ－ＲＳリソースからなる構
成とされうる。無線デバイスは、それぞれの測定セットに対応する送信ポイントに対する
ＣＳＩ情報をレポートし、それにより、ネットワークが、例えば、各デバイスに最適な送
信ポイントを選択することを可能にする。
【００３８】
　集合フィードバックは、多重ＣＳＩ－ＲＳ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＣＳＩ－ＲＳ）の集合
に対応するチャネルについてのＣＳＩ　レポートに対応する。例えば、ジョイントＰＭＩ
／ＲＩ／ＣＱＩは、多重ＣＳＩ－ＲＳに関連付けられる全てのアンテナを介するジョイン
ト送信に推奨することができる。
【００３９】
　しかしながら、ジョイントサーチはＵＥにとって計算上の負荷が大きすぎることがあり
、集合の簡略化形態がＣＳＩ－ＲＳリソースごとのＰＭＩと結合される集合ＣＱＩを評価
し、ＣＳＩ－ＲＳリソースごとのＰＭＩは、通常、そのすべてが一又は複数の集合ＣＱＩ
に対応するランクと同一のランクであるべきである。このような方式は、集合フィードバ
ックがＣＳＩ－ＲＳリソースごとのフィードバックと多くの情報を共有しうるという利点
も有する。多くのＣｏＭＰ送信方式は、ＣＳＩ－ＲＳリソースごとのフィードバックを必
要とし、且つ、ＣｏＭＰ方式の動的選択においてｅＮｏｄｅＢの柔軟性を可能にするため
に、集合フィードバックは、通常、ＣＳＩ－ＲＳリソースごとのフィードバックと並行し
て送信されることになるため、このことは有益である。コヒーレントジョイント送信（ｃ
ｏｈｅｒｅｎｔ　Ｊｏｉｎｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）を支援するために、このよう
なＣＳＩ－ＲＳリソースごとのＰＭＩは、同相情報信号で増加させることができ、信号が
受信機においてコヒーレントに結合されるように、ｅＮｏｄｅＢが、ＣＳＩ－ＲＳリソー
スごとのＰＭＩを回転させることを可能にする。
【００４０】
　ＣｏＭＰの干渉測定
　効率的なＣｏＭＰの動作のためには、適切な受信された所望信号を捕捉するのと同じよ
うに、ＣＳＩを決定するときに適切な干渉想定を捕捉することも等しく重要である。
【００４１】
　本開示の目的のために、ＣＳＩプロセスは、特定の有効チャネル及び干渉測定リソース
のためのＣＳＩ（例えば、ＣＱＩ及び潜在的に関連付けられるＰＭＩ／ＲＩ）のリポーテ
ィングプロセスとして規定される。任意で、ＣＳＩプロセスは、以下で説明されるように
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、一又は複数の干渉エミュレーション構成（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｅｍｕｌａｔｉ
ｏｎ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）にも関連しうる。有効チャネルは、一又は複数の関
連参照シーケンスを含む参照信号リソースによって規定される。干渉測定リソース（ＩＭ
Ｒ）は、所望の信号に干渉すると想定される一又は複数の信号が受信される、一連のリソ
ース要素である。ＩＭＲは、特定のＣＱＩ参照リソース、例えば、ＣＲＳリソースに対応
しうる。代替的には、ＩＭＲは、特に干渉を測定するために構成されるリソースであるこ
とができる。
【００４２】
　非協調システムでは、ＵＥは、直後のデータ送信において妥当な干渉レベルとなる、他
の全てのＴＰ（又は他の全てのセル）から観測された干渉を、有効に測定することができ
る。このような干渉測定は、通常、ＵＥがＣＲＳ信号の衝撃を減じた後に、ＣＲＳリソー
ス上の残留干渉を解析することによって実行される。ＣｏＭＰを実行する協調システムで
は、このような干渉測定は、ますます不適切なものになる。最も注目に値するのは、協調
クラスタの中で、ｅＮｏｄｅＢは、任意の特定のＴＦＲＥにおいて、どのＴＰがＵＥに干
渉するかを大幅に制御できることである。したがって、どのＴＰが他の端末にデータを送
信しているかに応じて、多重干渉仮説が生じる。
【００４３】
　干渉測定の改善という目的のために、ＬＴＥリリース１１に新たな機能が導入され、Ｌ
ＴＥリリース１１では、特定のＵＥの干渉測定にどの特定のＴＦＲＥが使用されるかをネ
ットワークが構成できるようになることが合意され、これは、干渉測定リソース（ＩＭＲ
）として規定される。したがって、ネットワークは、例えば、関連するＴＦＲＥ上の協調
クラスタの中で全てのＴＰをミュートすることによって、ＩＭＲ上に見られる干渉を制御
することができ、そのような場合、端末がＣｏＭＰ間クラスタ干渉（ｉｎｔｅｒ　ＣｏＭ
Ｐ　ｃｌｕｓｔｅｒ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）を有効に測定することになる。図５で
示される例では、これは、ＩＭＲに関連付けられるＴＦＲＥにおいてＴＰ１、ＴＰ２、及
びＴＰ３をミュートすることに対応することになる。
【００４４】
　動的ポイントブランキング方式を例に取ると、特定のＵＥについて少なくとも２つの関
連干渉仮説があり、１つの干渉仮説では、ＵＥは協調送信ポイントから何の干渉も知覚せ
ず、別の仮説では、ＵＥは近隣のポイントから干渉を知覚する。ＴＰがミュートされるべ
きか否かをネットワークが効果的に決定できるように、ネットワークは、種々の干渉仮説
に対応する、２つの、或いは概して複数のＣＳＩを報告するようにＵＥを構成することが
でき、つまり、種々の干渉状況に対応する２つのＣＳＩプロセスがありうる。続けて図５
の例を見ると、無線デバイス５５０がＴＰ３からＣＳＩを測定するように構成されている
と想定する。しかしながら、ＴＰ２は、ネットワークが送信をどのようにスケジュールす
るかによって、ＴＰ２からの送信に潜在的に干渉しうる。したがって、ネットワークは、
ＴＰ３のため（又は、より具体的には、ＴＰ３によって送信されるＣＳＩ－ＲＳを測定す
るため）の２つのＣＳＩプロセスを有するデバイス５５０を構成することができる。１つ
のＣＳＩプロセスは、ＴＰ２がサイレントであるという干渉仮説に関連し、別のＣＳＩプ
ロセスは、ＴＰ３が干渉信号を送信しているという仮説に対応する。
【００４５】
　このような方式を促進するために、複数のＩＭＲを構成することが提案されており、ネ
ットワークは、対応するＩＭＲにおいて関連干渉仮説の各々を実現する役割を担う。した
がって、特定のＩＭＲを特定のＣＳＩプロセスと関連付けることによって、関連ＣＳＩ情
報、例えばＣＱＩは、効果的なスケジューリングのためにネットワークに対して利用可能
にすることができる。図５の例では、ネットワークは、例えば、ＴＰ２のみが送信してい
る１つのＩＭＲ、及びＴＰ２とＴＰ３とが両方ともサイレントである別のＩＭＲを構成す
ることができる。各ＣＳＩプロセスは、次に、異なるＩＭＲと関連付けることができる。
【００４６】
　ＣＳＩプロセスを一又は複数のＩＭＲと関連付ける可能性によって、ネットワークがリ
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ンク適応及びスケジューリング決定を行う上でより良い根拠を得ることが可能になるが、
チャネル状態情報を決定するときは、依然としてさらなる改善の余地がある。具体的には
、特定のＣＳＩプロセスのために干渉を推定するメカニズムの改善が必要とされている。
【発明の概要】
【００４７】
　一実施形態の目的は、ＣＳＩレポーティングのための改善されたメカニズムを提供する
ことである。一実施形態の別の目的は、改善されたリンク適応を可能にすることである。
【００４８】
　一実施形態のさらなる目的は、特にＣｏＭＰシナリオにおけるＣＳＩプロセスのための
干渉の推定を改善することである。
【００４９】
　一実施形態は、ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（ＣＳＩ）をレポートする無
線デバイスにおける方法を提供する。ＣＳＩプロセスは、参照信号リソース及び干渉測定
リソースに対応する。無線デバイスは、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得す
る。次に、無線デバイスは、参照信号リソース内で受信された一又は複数の参照信号に基
づく有効チャネルを推定し、調整値を推定された有効チャネルに適用し、調整された有効
チャネルを取得する。次いで、無線デバイスは、調整された有効チャネル、及び干渉測定
リソースに基づいて推定された干渉に基づいて、チャネル状況情報を決定する。最後に、
無線デバイスは、チャネル状況情報をネットワークノードに送信する。
【００５０】
　一実施形態は、無線デバイスからＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（ＣＳＩ）
を受信するネットワークノードにおける方法を提供する。ネットワークノードは、協調マ
ルチポイント送信のためのクラスタに関連付けられる。ネットワークノードは、ＣＳＩプ
ロセスと関連付けられる調整値のインディケーションを無線デバイスに送信する。次いで
、無線デバイスは、無線デバイスからＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を受信
する。
【００５１】
　一実施形態は、ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（ＣＳＩ）をレポートする無
線デバイスを提供する。無線デバイスは、処理回路及び無線回路を備える。処理回路は、
ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得し、無線回路を介して参照信号リソース内
で受信された一又は複数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定し、調整値を推定され
た有効チャネルに適用して調整された有効チャネルを取得し、調整された有効チャネル、
並びに干渉仮説に基づいて推定された干渉に基づいて、チャネル状況情報を決定し、及び
無線回路を介してネットワークノードにチャネル状況情報を送信するように構成される。
【００５２】
　一実施形態は、ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（ＣＳＩ）を無線デバイスか
ら受信するネットワークノードを提供する。ネットワークノードは、処理回路を備え、無
線回路に接続可能である。処理回路は、無線回路を介して、ＣＳＩプロセスと関連付けら
れる調整値のインディケーションを無線デバイスに送信するように構成される。処理回路
は、無線デバイスから、ＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を無線回路を介して
受信するようにさらに構成される。
【００５３】
　一実施形態は、改善された電力測定オフセット構成を提供し、これは、結果として改善
されたリンク適応をもたらす。これは、次に、スぺクトル効率の増大及びハイブリッドＡ
ＲＱ内の再送信の低減の観点から、パフォーマンスの向上に変わる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】図１は、ＬＴＥ時間―周波数リソースグリッドを示す概略図である。
【図２】図２は、ＬＴＥ内のプリコードされた空間多重モードの送信構造を示す概略ブロ
ック図である。
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【図３】図３は、セル固有参照信号を示す概略図である。
【図４】図４は、参照信号の例示的レイアウトを示す概略図である。
【図５】図５は、無線ネットワーク内のＣｏＭＰ協調クラスタを示す概略図である。
【図６】図６は、無線ネットワーク内のＣｏＭＰ協調クラスタを示す概略図である。
【図７】図７は、無線ネットワーク内のＣｏＭＰ協調クラスタを示す概略図である。
【図８】図８は、一実施形態による方法を示すフロー図である。
【図９】図９は、一実施形態による方法を示すフロー図である。
【図１０】図１０は、一実施形態による方法を示すフロー図である。
【図１１】図１１は、一実施形態による方法を示すフロー図である。
【図１２ａ】図１２ａは、一実施形態によるネットワークノードを示すブロック図である
。
【図１２ｂ】図１２ｂは、一実施形態によるネットワークノードの詳細を示すブロック図
である。
【図１３ａ】図１３ａは、一実施形態による無線デバイスを示すブロック図である。
【図１３ｂ】図１３ｂは、一実施形態による無線デバイスの詳細を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　ＣｏＭＰのための干渉測定を影響する特定の課題は、単一のＣｏＭＰ協調クラスタの内
部でも、クラスタ内の異なるＴＰ上でＣｏＭＰ測定のために異なるＵＥが構成されること
であり、つまり、各ＵＥが、協調クラス内のすべてのノードに及ばない個別のＣｏＭＰ測
定セットで構成されうることである。したがって、このような各ＵＥは、種々の一連のＴ
Ｐを残留干渉、又は非協調干渉として見なす。
【００５６】
　具体的には、より大きいＣｏＭＰクラスにとっては、このような各残留干渉の結合に対
して別個のＩＭＲを構成することは、法外にコストがかかりうる。したがって、ＣｏＭＰ
測定セットの一構成については、ＵＥは、一又は複数の干渉ＴＰからのコントリビューシ
ョンが欠ける残留干渉を測定し、並びに／或いは干渉するべきでない一又は複数のＴＰが
実際に含まれる。
【００５７】
　ＣＳＩレポーティングのために測定された干渉とダウンリンク送信において見られる実
際の干渉との間のこのミスマッチは、ネットワークのリンク適応を劣化させ、ネットワー
クの全体的なパフォーマンス及びスぺクトル効率を低下させる。特に困難な課題となって
いるのは、不正確に測定された干渉レベルがＵＥにミスマッチした送信ランクをレポート
させるときのことであり、ＣＱＩ及びＰＭＩへの密結合のため、ｅＮｏｄｅＢがオーバー
ライドすることが困難である。
【００５８】
　さらに、種々のＣＳＩレポートに対して経験される干渉レベルは実質的に異なる可能性
があり、これにより、電力測定オフセットがすべての異なる動作ポイントに対して所望の
効果をもつようにすることが困難になる。
【００５９】
　一実施形態は、ＣＳＩプロセス固有調整値を提供することによってこれらの課題に対処
し、ＣＳＩプロセス固有調整値は、電力測定オフセット又はスケーリングファクタである
ことができ、ＣＳＩプロセス固有調整値は、ＣＳＩプロセスの参照信号構成に基づいて推
定される通りに無線デバイスによって有効チャネルに適用される。次に、チャネル状況情
報が調整された有効チャネルに基づいて決定される。調整値は、不正確に測定又は推定さ
れた干渉レベルを完全に又は部分的に補償するように、決定される。特定の実施形態は、
種々のＣＳＩレポートに対して種々の電力測定オフセットの挙動を可能にする。したがっ
て、電力測定オフセットが常に固有の参照信号に結び付けられる先行技術と対照的に、電
力測定オフセットは、各ＣＳＩプロセスに固有のコンポーネントを有するべきである。
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【００６０】
　種々のＣＳＩプロセスに対して電力測定オフセットを別々に構成することによって、通
常は種々のＣＳＩプロセスにそれぞれ異なる影響を与える不正確な干渉測定の影響を、Ｕ
Ｅ内に既にある干渉に対して補償することができ、それにより、推奨される送信ランク及
び対応するＣＱＩを改善する。さらに、電力測定のために種々の干渉レベルに起因する種
々の動作ポイントは、例えば、各ＣＳプロセスのためのランクレポーティング上で所望の
挙動を得て、調整することができる。
【００６１】
　図５は、本発明の様々な実施形態が実装されうる例示的な無線通信システム５００を示
す。３つの送信ポイント５１０、５２０、及び５３０は、ＣｏＭＰ協調クラスタを形成す
る。以下では、限定ではなく例示を目的として、通信システム５００がＬＴＥシステムで
あると想定される。送信ポイント５１０、５２０、及び５３０は、ｅＮｏｄｅＢ５６０に
よって制御されるリモート無線ユニット（ＲＲＵ）である。代替的なシナリオ（図示せず
）では、送信ポイントは、個別のｅＮｏｄｅＢによって制御されうる。概して、各ネット
ワークノード、例えばｅＮｏｄｅＢは、ネットワークノードと物理的に同一場所に配置さ
れうるか又は地理的に分散されうる一又は複数の送信ポイントを制御しうることを理解さ
れたい。図５で示されるシナリオでは、送信ポイント５１０、５２０、及び５３０は、例
えば、光ケーブル又はポイントツーポイントマイクロ波接続によってｅＮｏｄｅＢ５６０
に接続されると想定される。クラスタを形成する一部又はすべての送信ポイントが異なる
ｅＮｏｄｅＢによって制御されている場合、それらのｅＮｏｄｅＢは、例えば、トランス
ポートネットワークを用いて互いに接続されていると想定され、それにより、送信と受信
の可能な協調のための情報を交換することが可能になる。
【００６２】
　例示の目的のために本明細書の実施例はｅＮｏｄｅＢを指すが、本発明は、任意のネッ
トワークノードに適用されることを理解されたい。本開示において使用される「ネットワ
ークノード」という表現は、任意の無線基地局、例えば、ｅＮｏｄｅＢ、ＮｏｄｅＢ、Ｈ
ｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ又はＨｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、又はＣｏＭＰクラスタのすべて又は一
部を制御する任意の他の種類のネットワークノードを包含することが意図されている。
【００６３】
　通信システム５００は、２つの無線デバイス５４０及び５５０をさらに含む。本開示の
文脈内で、「無線デバイス」という用語は、基地局などのネットワークノードと通信する
ことができる、或いは無線信号を送信及び／又は受信することによって別の無線デバイス
と通信することができる、任意の種類の無線ノードを包含する。したがって、「無線デバ
イス」という用語は、限定されないが、ユーザ機器、移動端末、機械間通信のための設置
型又は移動型無線デバイス、一体型又は組込型無線カード、外部プラグイン無線カード、
ドングル、等を包含する。無線デバイスは、ネットワークノード、例えば基地局であるこ
ともできる。本開示全体を通して「ユーザ機器」という用語が使用されるとき、これは限
定的であると解釈されるべきではないが、以上で定義された任意の無線デバイスを包含す
ると理解されるべきである。
【００６４】
　上述のように、データシンボルを運ぶＴＦＲＥ上の受信データベクトルのモデルは、

（１）
と書き出すことができ、表記上簡素化するために、下付き文字の「ｎ」が除外されている
。フィードバック演算のために、ＵＥは、仮説上の送信の受信のために類似するモデルを
想定する必要がある。
【００６５】
　１つの実施形態では、ＵＥは、参照信号、例えば、リリース８セル固有ＲＳ又はリリー
ス１０ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル行列を推定し、測定チャネル行列
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を生成する。このチャネルは、データチャネル行列

に対するモデルを生成するためにＣＳＩプロセス固有ＰＭＯファクタ

によってスケールされ、次いで、

（２）
としてフィードバック決定のための測定モデルを形成するために使用される。
【００６６】

は、各ＣＱＩプロセスについて必ずしも単独で構成可能ではなく、例えば、あるＣＱＩプ
ロセスは、同一のＰＭＯ構成を使用するようにグループ化されてもよく、さらに、ＣＳＩ
プロセス固有ＰＭＯは、無線リソース制御を用いて構成されてもよく、又は非周期的ＣＳ
ＩリポートにおけるＣＳＩリポーティングアサインメントの一部でありうることに留意さ
れたい。代替的に、ＰＭＯは、標準における所定値に特定される。
【００６７】
　ＰＭＯファクタは、多くの同等の形状をとることでき、それは、ｄＢ又はリニアスケー
ルで特定されること、スケーリングファクタの代わりに電力オフセットとして再パラメー
タ化されることなどを含む。
【００６８】
　チャネル行列部分のＣＱＩプロセス固有スケーリング／ＰＭＯを有する測定モデルは、
レポートするＣＳＩを決定するために、例えば、どのランク、ＰＭＩ，及びＣＱＩをレポ
ートするかを選択するために、ＵＥによって使用される。
【００６９】
　より一般的には、一実施形態は、ＣＳＩプロセスのためにＣＳＩをレポートする無線デ
バイスにおける方法を提供し、これは、これより図５及び図８のフロー図を参照して説明
される。上述のように、ＣＳＩプロセスは、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対
応する。参照信号リソースは、所望の信号に対応する一又は複数の参照信号が受信される
一連のリソース要素を含む。この文脈における「所望の信号」とは、無線デバイスによる
受信が意図される信号を意味する。干渉測定リソースは、所望の信号に干渉すると想定さ
れる一又は複数の信号が受信される一連のリソース要素を含む。
【００７０】
　特定の実施形態では、参照信号リソースは、ＣＳＩ－ＲＳリソースである。しかしなが
ら、参照信号リソースは、所望の信号、例えばＣＲＳリソースを推定するのに使用されう
る任意の他のタイプのＲＳリソースであることができる。
【００７１】
　無線デバイスは、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得８１０する。調整値は
、ネットワークノード、例えば、サービングｅＮｏｄｅＢから取得することができる。代
替的に、調整値のインディケーションは、例えばルックアップテーブルへのインデックス
の形態で、ネットワークノードから取得され、対応する調整値は、例えば無線デバイスの
メモリからなどストレージデバイスから読み出される。
【００７２】
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　ステップ８２０では、無線デバイスは、参照信号リソース内で受信される一又は複数の
参照信号に基づいて、例えば一又は複数のＣＳＩ－ＲＳに基づいて、有効チャネルを推定
する。次に、無線デバイスは、調整値を推定された有効チャネルに適用８３０する。した
がって、無線デバイスは、調整された有効チャネルを取得する。
【００７３】
　調整値を適用することは、調整値の形態に応じて、様々な異なる方法で行われうる。一
変形例では、調整値は、追加電力測定オフセットであり、無線デバイスは、調整値をチャ
ネル推定値に追加することによって調整値を適用する。他の変形例では、調整値はスケー
リングファクタであり、無線デバイスはチャネル推定値に調整値を乗算する。さらに、調
整値はｄＢ又はリニアスケールで特定されうる。
【００７４】
　次に、無線デバイスは、調整された有効チャネル、及び干渉測定リソースに基づいて推
定された干渉に基づいて、チャネル状況情報を決定８４０する。一変形例では、ＩＭＲは
、特に干渉を測定するように構成されるリソースでありうる。例えば、ＩＭＲは、ＣｏＭ
Ｐクラスタの内部のすべての送信ポイントがサイレントであるリソース要素で構成されて
もよく、それにより、無線デバイスがクラスタ間干渉及びノイズを測定することが可能に
なる。他の変形例では、ＩＭＲは、参照信号リソース、例えば、ＣＲＳリソースでありう
る。無線デバイスは、デコードされたＣＲＳ信号を減じた後に残留信号を解析することに
よって、ＣＲＳリソース内の干渉を推定することができる。チャネル推定値及び測定され
た干渉に基づいてＣＳＩを決定する方法は、当業者にとって既知であり、ここでは詳細に
説明しない。
【００７５】
　最後に、無線デバイスは、チャネル状況情報をネットワークノードに送信８５０する。
【００７６】
　調整値を適用する効果は、測定された干渉におけるエラー又はミスマッチを補償するこ
とである。以上で説明されたように、このようなエラーは、例えば、ネットワークがこの
ＣＳＩプロセスに適用することを意図した干渉仮説に合致しないＩＭＲ上の測定に起因し
うる。調整値をＣＳＩプロセスに関連付けることによって、同一の参照信号リソースに対
応するＣＳＩプロセスに対してであっても、各ＣＳＩプロセスに対して異なる調整値を適
用することが可能になる。
【００７７】
　別の実施形態では、ＣＱＩプロセスに固有である電力測定オフセットの１つのコンポー
ネントがある。例えば、特定のＣＱＩプロセスに関連付けられる（典型的にｄＢスケール
で規定される）電力測定オフセットＰＣＱＩがありうる。次に、このオフセットは、結合
された電力測定オフセットが

［ｄＢ］
として取得されるように、例えば、
固有参照信号（ＣＳＩ－ＲＳのためのＰＣ等）
固有の推奨される送信ランク
に関連付けられる他の電力測定オフセットに加えて適用されてもよく、ＰＣＱＩ＿ａｇｎ

ｏｓｔｉｃは、特定のＣＱＩプロセスに対してアグノスティックである結合された電力測
定オフセットである。
【００７８】
　その一例は、所望の信号有効チャネル（ｓｉｇｎａｌ　ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）が、特定のＣＱＩプロセスに対してアグノスティックである関連電力測定オフセ
ットＰＣを有する特定のＣＳＩ－ＲＳ上で測定されるときに対応する。同一の所望の有効
チャネルを共有する２つの異なるＣＱＩプロセスにより、２つの異なる電力測定オフセッ
ト
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［ｄＢ］

［ｄＢ］
が結果的にもたらされる。
【００７９】
　図９のフロー図は、一実施形態によるＣＳＩプロセスのためにＣＳＩをレポートする無
線デバイスにおける方法を示す。これらの実施形態では、ＣＳＩプロセス固有及びＣＱＩ
アグノスティック電力オフセットとの結合が適用され、これは、以上で説明されたものと
類似する。「ＣＳＩプロセス」は、以上の図８に関連する説明と同じように規定されるこ
とに留意されたい。
【００８０】
　特定の変形例では、参照信号リソースはＣＳＩ－ＲＳリソースである。しかしながら、
上述のように、参照信号リソースは、所望の信号、例えばＣＲＳリソースを推定するのに
使用されうる任意の他のタイプのＲＳリソースであることができる。
【００８１】
　無線デバイスは、ＣＳＩプロセスと関連付けられる電力測定オフセットを取得９１０す
る。電力測定オフセットは、ネットワークノード、例えば、サービングｅＮｏｄｅＢから
取得することができる。代替的に、電力測定オフセットの表示は、例えばルックアップテ
ーブルへのインデックスの形態で、ネットワークノードから取得され、対応する電力測定
オフセットは、例えば無線デバイスのメモリからなどストレージデバイスから読み出され
る。
【００８２】
　ステップ９２０では、無線デバイスは、参照信号リソース内で受信される一又は複数の
参照信号に基づいて、例えば一又は複数のＣＳＩ－ＲＳに基づいて、有効チャネルを推定
する。次に、無線デバイスは、調整値を推定された有効チャネルに適用９３０する。した
がって、無線デバイスは、調整された有効チャネルを取得する。
【００８３】
　この実施形態では、無線デバイスは、推定された有効チャネルに追加の非ＣＳＩプロセ
ス固有電力オフセットも適用する。このオフセットは、「ＣＳＩアグノスティックオフセ
ット（ＣＳＩ　ａｇｎｏｓｔｉｃ　ｏｆｆｓｅｔ）」とも呼ばれうる。特定の例として、
参照信号リソースはＣＳＩ－ＲＳであり、追加の電力オフセットはＣＳＩ－ＲＳに関連付
けられるオフセットＰＣである。以上において説明したように、オフセットＰＣは、例え
ばダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）において、既に信号伝達された可能性がある。
【００８４】
　さらなる可能性は、ＣＳＩプロセス固有オフセットに加えて幾つかの非ＣＳＩプロセス
固有オフセット、例えばＣＳＩ－ＲＳのためのＰＣ、及び固有の推奨された送信ランクに
関連付けられる一又は複数のオフセットを適用することである。
【００８５】
　ＣＳＩプロセス固有オフセット及び追加の一又は複数のオフセットは、結合されたオフ
セットを推定された有効チャネルに適用する前に、結合されたオフセットを形成するため
に合算することができる。
【００８６】
　調整値を適用することは、調整値の形態に応じて、様々な異なる方法で行われうる。一
変形例では、調整値は、追加電力測定オフセットであり、無線デバイスは、それをチャネ
ル推定値に加えることによって調整値を適用する。他の変形例では、調整値はスケーリン
グファクタであり、無線デバイスはチャネル推定値に調整値を乗算する。さらに、調整値
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はｄＢ又はリニアスケールで特定されうる。
【００８７】
　次に、無線デバイスは、以上のステップ８４０と同じ方法で、調整された有効チャネル
に基づいてチャネル状況情報を決定９４０する。
【００８８】
　最後に、無線デバイスは、チャネル状況情報をネットワークノードに送信９５０する。
【００８９】
　干渉測定リソースに基づいた測定と併せて使用されうる、干渉を推定する別のアプロー
チは、例えば、干渉仮説に従って干渉すると想定される各送信ポイントからの等方性送信
（ｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）を想定することによって、干渉仮説
に従って協調ポイントの内部からの干渉を端末にエミュレートさせることである。これは
、端末が、各干渉仮説が由来する協調送信ポイントから干渉がない単一のＩＭＲ上で干渉
測定を実行することで十分でありうるという利点を有する。例えば、この残留干渉及びノ
イズが、端末によって、複素数値ガウスランダムプロセス

として測定及び特徴づけられる場合、

は相関行列であり、

の要素は各受信アンテナの干渉実現に対応する。
次いで、端末は、有効チャネル

を

として測定した送信ポイントからＣｏＭＰ間クラスタ干渉をエミュレートすることによっ
て、特定のＣｏＭＰ干渉仮説に対応するように残留干渉を修正することができ、

は、特定の公称電力の等方性ランダム信号（ｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｒａｎｄｏｍ　ｓｉｇ
ｎａｌ）である。しかしながら、端末がＣｏＭＰ間クラスタ干渉をエミュレートできるよ
うになるには、端末は、干渉を追加するべき各ポイントに対して信頼性のあるチャネル推
定値を獲得する必要があることに留意されたい。実際には、これは
‐　端末が、ノードの存在、又はより具体的にはチャネルを測定する関連付けられた参照
信号の存在を覚知する必要があることと
‐　参照信号のＳＩＮＲが有効チャネルの正確な測定を過不足なく行うために十分に高く
なければならないことと
‐　ＵＥの処理が、これらの有効チャネルの推定をそれぞれ追跡することができるように
ディメンション化されなければならないことと
を意味する。
【００９０】
　実際には、これは、大きさが制限されている構成されたＣｏＭＰ測定セットの内部から
の干渉をＵＥがエミュレートすることしかできない可能性があることを意味する。典型的
には、測定セットの大きさは、最大２つ、又は場合により３つのＴＰ（すなわち、ＣＳＩ
－ＲＳリソース）である。したがって、典型的なシナリオ（例えば、図６に示されるよう
に３つのセクターイントラサイトマクロ協調）である、２つ以上のノードのＣｏＭＰ協調
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、従って、ＣｏＭＰ測定セットの外部からの干渉であるが、ＣｏＭＰ協調クラスタの内部
にある干渉は、ＵＥが干渉をエミュレートする以外の手段によって獲得されなければなら
ない。
【００９１】
　別の実施形態では、ＣＱＩプロセスは、以上で要点を説明したように、

（３）　
として、ＵＥが干渉物からの干渉をエミュレートする仮想上のチャネルのためにＣＳＩを
推奨することを含み、

は、エミュレートされた干渉物の有効チャネルのための電力測定オフセットである。
【００９２】
　この実施形態は、特定のＣＳＩプロセスへのエミュレートされた干渉の影響が、別々に
構成することができることに利点がある。
【００９３】
　１つの実施形態では、干渉性有効チャネルの電力測定オフセットは、各ＣＳＩプロセス
につき特定（共有）ではなく、すなわち、

であり、βは、ＣＳＩプロセスに対してアグノステリックである。
【００９４】
　別の実施形態では、

は、少なくとも部分的に、ＣＳＩプロセス固有電力測定オフセット構成によって決定され
る。これに対応する１つの例は、

［ｄＢ］
であり、

は、特定のＣＳＩプロセスに固有の電力測定オフセットであり、

は、ＣＳＩプロセスに対してアグノスティックである他の関連電力測定オフセットである
（例えば、干渉物に関連付けられるＣＳＩ－ＲＳのＰＣ）。
【００９５】
　さらなる実施形態では、

である。この実施形態は、複雑度及び構成オーバヘッドを減少させるという利点を有する
が、特定のＣＳＩプロセスへの残留干渉ｅの影響を構成することをさらに可能にする。（
３）の有効ＳＩＮＲは、
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として表現することができ、Ｓ及びＩｅｍｕｌａｔｅｄは、それぞれ関連電力オフセット
を含まない、所望の信号電力及びエミュレートされた干渉電力であり、Ｉｅは、測定され
た干渉及びノイズ電力（ｅに対応する）であることに留意されたい。電力オフセットは、
方程式でリニアスケールとして表現される（上述のようにｄＢではなく）ことに留意され
たい。以上で見られるように、ＣＳＩプロセス固有構成

は、測定された残留干渉がＣＳＩプロセスのためにＣＳＩレポートを影響するべき程度の
構成に変わる。
【００９６】
　図１０は、無線デバイスが干渉をエミュレートするシナリオにおいて、一実施形態に従
ってＣＳＩプロセスのためにＣＳＩをレポートする無線デバイスにおける方法を示す。Ｃ
ＳＩプロセスは、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応し、参照信号リソース及
びＩＭＲは、以上の図８に関連して説明されるように規定される。ＣＳＩプロセスは、さ
らに一又は複数の干渉エミュレーション構成に対応する。各干渉エミュレーション構成は
、想定される干渉物から受信された参照信号に関連付けられる。
【００９７】
　特定の変形例では、参照信号リソースはＣＳＩ－ＲＳリソースである。しかしながら、
上述のように、参照信号リソースは、所望の信号、例えばＣＲＳリソースを推定するのに
使用されうる任意の他のタイプのＲＳリソースであることができる。
【００９８】
　無線デバイスは、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得１０１０する。調整値
は、以上の図８に関連して説明される任意の方法で取得されうる。
【００９９】
　ステップ１０２０では、無線デバイスは、有効チャネルを推定し、調整値を推定された
有効チャネルに適用１０３０する。これらのステップは、以上のステップ８２０及び８３
０に対応する。調整値を適用することは、以上の図８に関連して説明されるように、様々
な異なる方法で行われうる。
【０１００】
　次に、無線デバイスは、エミュレーション構成又はステップ１０４０―１０５０におけ
る構成に従って、干渉をエミュレートする。ステップ１０４０では、無線デバイスは、各
干渉エミュレーション構成につき、関連付けられた参照信号に基づいて有効チャネルを推
定する。次に、無線デバイスは、その構成のための推定された有効チャネルに基づいて各
干渉エミュレーション構成につき干渉をエミュレート１０５０する。上述のように、干渉
をエミュレートする１つの方法は、チャネル推定値に等方性ランダム信号を乗算すること
である。
【０１０１】
　この実施形態の変形例において、無線デバイスは、例えば、スケーリングファクタに各
エミュレーション構成に対するエミュレートされた干渉を乗算することによって、調整値
をエミュレートされた干渉に適用する。調整値は、チャネル推定値に適用されたのと同じ
値、すなわち、ステップ１０１０で取得されたＣＳＩプロセス固有調整値であってもよく
、又は第２の調整値であってもよい。第２の調整値は、例えば、ＲＲＳ信号伝達などのネ
ットワークノードからの信号伝達を介して取得されてもよく、又は、例えば、ネットワー
クノードから受信したインデックスに基づいて、無線デバイスのメモリから読み出されて
もよい。
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【０１０２】
　第２の調整値は、すべてのＣＳＩプロセス、すなわち、非ＣＳＩプロセス固有又はＣＳ
Ｉアグノスティックに共通しうる。代替的に、第２の調整値は、ＣＳＩプロセスのグルー
プに共通しうるか、又は、この特定のＣＳＩプロセスに固有でありうる。後者の場合、２
つのＣＳＩプロセス特定調整値が、このようにステップ１０１０で取得され、１つは所望
の信号に対応するチャネル推定値に適用され、１つはエミュレートされた干渉性の一又は
複数の信号に適用される。
【０１０３】
　他の変形例では、第２の調整値は、ＣＳＩプロセス固有コンポーネント及び非ＣＳＩプ
ロセス固有コンポーネントを含む。例えば、第２の調整値は、ＣＳＩ－ＲＳ固有オフセッ
トＰＣ及びＣＳＩプロセス固有値の結合でありうる。
【０１０４】
　次に、無線デバイスは、調整された有効チャネル、干渉測定リソースに基づいて推定さ
れた干渉、及びエミュレートされた干渉に基づいて、チャネル状況情報を決定１０６０す
る。特定の変形例では、無線デバイスは、ＩＭＲに基づいて測定された干渉及び各構成に
つきエミュレートされた干渉を追加し、結合された干渉推定値を形成する。
【０１０５】
　最後に、無線デバイスは、チャネル状況情報をネットワークノードに送信１０７０する
。
【０１０６】
　別の実施形態では、ＣＱＩプロセスは、

として異なるＣＳＩ－ＲＳリソースに対応する複数の仮説上のチャネルを介するジョイン
ト送信のために集合ＣＳＩを推奨することを含み、指標ｉは、ジョイント送信と関連付け
られる異なるＣＳＩ－ＲＳリソースに対応し、

は、前記リソースのチャネル

のためのＣＱＩプロセス固有の一連の電力測定オフセットである。
【０１０７】
　この実施形態の利点は、ジョイント送信を実行するとき、送信ポイント間の変動が激し
い位相変動のため、信号強度の潜在的な喪失を補償するようにｅＮｏｄｅＢがＵＥを構成
することを可能にすることであり、結果として、送信の時において非コヒーレント結合が
もたらされる。
【０１０８】
　さらなる実施形態では、異なるチャネルのための前記電力測定オフセットは、ＣＱＩプ
ロセス

の内部においてすべて等しいか、又は、

として、（別々に構成可能である）共通のコンポーネントＰＣＱＩ
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を共有し、

は、（例えば、特定の参照信号に結び付けられる）有効チャネル固有オフセットである。
【０１０９】
　ジョイント送信シナリオにおいて一実施形態に従って、ＣＳＩプロセスのためにＣＳＩ
をレポートする無線デバイスにおける方法が、図８を参照してこれより再度説明される。
ＣＳＩプロセスは、少なくとも２つの参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応する
。ＣＳＩプロセスは、任意で、上述のように、一又は複数の干渉エミュレーション構成に
も対応する。特定の変形例では、参照信号リソースはＣＳＩ－ＲＳリソースである。しか
しながら、上述のように、参照信号リソースは、所望の信号、例えばＣＲＳリソースを推
定するのに使用されうる任意の他のタイプのＲＳリソースであることができる。
【０１１０】
　無線デバイスは、ＣＳＩプロセスのために参照信号リソースのそれぞれ１つに関連付け
られる調整値を取得８１０する。調整値は、以上の図８に関連して説明される任意の方法
で取得されうる。
【０１１１】
　ステップ８２０では、無線デバイスは、ＣＳＩプロセスの各参照信号リソースのための
有効チャネルを推定し、参照信号リソースに関連付けられる調整値を推定された有効チャ
ネルに適用し、調整された有効チャネルを取得する。調整値を適用することは、上述のよ
うに、様々な異なる方法で行われうる。
【０１１２】
　次に、無線デバイスは、調整された有効チャネル、及び干渉測定リソースに基づいて推
定された干渉に基づいて、チャネル状況情報を決定８４０する。任意で、無線デバイスは
、上述のように、ＣＳＩがエミュレートされた干渉に基づくようにすることができる。
【０１１３】
　最後に、無線デバイスは、チャネル状況情報をネットワークノードに送信８５０する。
【０１１４】
　図１１は、一実施形態に従って無線デバイスからＣＳＩプロセスのためにＣＳＩ情報を
受信するネットワークノードにおける方法を示す。この方法は、図８～図１０に示される
無線デバイスの方法に対応する。ネットワークノードは、協調マルチポイント送信のため
のクラスタ、例えば図５に示されるクラスタＴＰ１～ＴＰ３に含まれるか、又はそれを制
御する。より一般的には、ネットワークノードはクラスタと関連付けられる。特定の例と
して、ネットワークノードは、リモート無線ヘッドである、ＴＰ１～ＴＰ３を制御するｅ
ＮｏｄｅＢ５６０でありうる。図６で示されるように、代替的なシナリオでは、ネットワ
ークノードは、送信ポイントＴＰ１～ＴＰ３に対応する３つのセクターアンテナを備える
ｅＮｏｄｅＢである。図７に示されるように、さらに別のシナリオでは、ＴＰ１～ＴＰ３
は、ＣｏＭＰクラスタを形成することができ、ネットワークノードは、ＴＰ１及びＴＰ３
を制御するｅＮｏｄｅＢ、又はＴＰ２を制御し且つピコセル７２０にサービスを行なうｅ
ＮｏｄｅＢのいずれかでありうる。
【０１１５】
　上述のように、ＣＳＩプロセスは、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応し、
任意で、一又は複数の干渉エミュレーション構成にも対応する。
【０１１６】
　この方法によると、ネットワークノードは、ＣＳＩプロセスと関連付けられる干渉仮説
に基づいて、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を決定１１２０する。干渉仮説は、
無線デバイスによる受信が意図される信号に干渉すると想定される一連の送信ポイントに
対応する。
【０１１７】
　一変形例では、調整値は、干渉仮説に従って想定される干渉性送信ポイントから送信さ
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れるが無線デバイスによっては推定されない干渉を補償するように決定される。例えば、
調整値は、干渉仮説に従って干渉すると想定される一又は複数の送信ポイントからの干渉
を補償すると決定されてもよいが、無線デバイスのための測定セットには含まれない。
【０１１８】
　調整値を決定する幾つかの特定の方法がこれより説明される。ＣＳＩプロセス固有調整
パラメータは、例えば、ＵＥからのハイブリッドＡＲＱフィードバックを監視することに
よって、ｅＮｏｄｅＢによって決定されうる。（例えば、ＵＥによるデコードが成功して
いない）ＮＡＣＫに対応する特定のＣＳＩプロセスの推奨に従って送信されるトランスポ
ートブロックに関連付けられる受信ハイブリッドＡＲＱメッセージのほんの一部が、目標
閾値を越える（又は下回る）場合、そのＣＳＩプロセスの調整値を目標閾値により良く合
致するようにより保守的に（又は積極的に）構成することができる。このような手順は、
アウターループリンク適応（ＯＬＬＡ）と集合的に呼ばれることが多く、上記の手順はＣ
ＳＩプロセス固有ＯＬＬＡに対応し、（ダウンリンク送信のためにトランスポートフォー
マットを選択するときに、レポートされたＣＱＩがｅＮｏｄｅＢによって調整される、ｅ
ＮｏｄｅＢ側補償を有するのとは対照的に）ネットワークは、ＯＬＬＡ調整がＣＳＩプロ
セス固有調整パラメータを用いてＵＥによって実行されるように構成する。
【０１１９】
　代替的／補完的な実装において、ｅＮｏｄｅＢは、ＣＳＩプロセス固有ＯＬＬＡの収束
の速度を速めうる、類似するＣＳＩプロセスで構成される他のＵＥによって送信されるハ
イブリッドＡＲＱメッセージをさらに利用する。　
【０１２０】
　さらに別のこのような実装では、ｅＮｏｄｅＢは、例えば関連干渉測定リソース上でミ
ュートされる干渉性送信ポイントによって引き起こされる固有ＣＳＩプロセスに対する干
渉レベルの予想可能な過小評価など、ＣＳＩレポーティングにおいて予想可能なバイアス
をもたらす配置に固有の情報を利用する。　
【０１２１】
　ネットワークノードは、さらに、ＣＳＩプロセスのための構成情報を無線デバイスに送
信１１１０する。
【０１２２】
　ステップ１１３０では、ネットワークノードは、調整値のインディケーションを無線デ
バイスに送信１１３０する。変形例において、インディケーションは、ＣＳＩプロセス構
成情報の一部として送信される。図８～図１０を参照して上記で説明されるように、調整
値を示すことによって、ネットワークノードは、無線デバイスが不正確又は不完全な干渉
測定を補償することを可能にする。
【０１２３】
　次いで、ネットワークノードは、無線デバイスからＣＳＩプロセスに関連するチャネル
状況情報を受信１１４０する。
【０１２４】
　任意で、ネットワークノードは、受信されたチャネル状況情報に基づいて、リンク適応
を実行１１５０する。
【０１２５】
　図１２～図１３は、図８～図１１おいて説明される方法を実行するように構成されるデ
バイスを示す。
【０１２６】
　図１２ａは、無線デバイス１３００から、ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（
ＣＳＩ）を受信するネットワークノード１２００を示す。ネットワークノード１２００は
、処理回路１２２０を備え、無線回路１２１０に接続可能である。一変形例では、無線回
路１２１０はネットワークノード１２００に含まれ、他の変形例では、無線回路１２１０
は外部にある。例えば、図５の例示的シナリオでは、ネットワークノード５６０はネット
ワークノード１２００に対応する。この例における無線回路は、ネットワークノード５６
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０と物理的に同一場所に配置されない、分散された送信ポイントＴＰ１～ＴＰ３内に存在
する。しかしながら、図６に示される例では、送信ポイントは、ネットワークノードにお
けるセクターアンテナ、例えばｅＮｏｄｅＢに対応し、この場合、無線回路はネットワー
クノード内に含まれうる。
【０１２７】
　処理回路１２２０は、無線回路１２１０を介して、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調
整値のインディケーションを無線デバイス１３００に送信し、無線回路１２１０を介して
、無線デバイス１３００からＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を受信するよう
に構成される。
【０１２８】
　図１２ａは、処理回路１２２０の可能な実装の詳細を示す。
【０１２９】
　図１３ａは、ＣＳＩプロセスのためにチャネル状況情報（ＣＳＩ）をレポートする無線
デバイス１３００を示す。無線デバイスは、無線回路１３１０及び処理回路１３２０を備
える。処理回路１３２０は、ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得するように構
成され、且つ参照信号リソース内で、無線回路１３１０を介して、受信された一又は複数
の参照信号に基づいて有効チャネルを推定するように構成される。処理回路１３２０は、
調整値を推定された有効チャネルに適用して調整された有効チャネルを取得し、それによ
り、調整された有効チャネル、及び干渉仮説に基づいて推定された干渉に基づいて、チャ
ネル状況情報を決定するように、且つ、無線回路１３１０を介して、ネットワークノード
１２００にチャネル状況情報を送信するようにさらに構成される。
【０１３０】
　図１３ｂは、処理回路１３２０の可能な実装の詳細を示す。
【０１３１】
　処理回路１２２０、１３２０は、一又は複数のマイクロプロセッサ１６３０、デジタル
信号プロセッサ、及びその同等物、並びに他のデジタルハードウェア及びメモリを備えう
る。リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、キャッシュ
メモリ、フラッシュメモリデバイス、光記憶デバイスなどの一又は複数のタイプのメモリ
を含みうるメモリは、一又は複数の電気通信プロトコル及び／又はデータ通信プロトコル
を実行するため、且つ本明細書で説明される一又は複数の技法を実行するためのプログラ
ムコードを記憶する。メモリは、無線デバイスから受信されたプログラムデータ及びユー
ザデータをさらに記憶する。
【０１３２】
　本明細書に説明される技法のすべてのステップが単一のマイクロプロセッサ又はさらに
単一のモジュールで必ずしも実行されるわけではない。
【０１３３】
　本発明を例示するために、本開示において３ＧＰＰ　ＬＴＥからの用語が使用されてい
るものの、これは、本発明の範囲を前述のシステムのみに限定するものとしてみなすべき
ではないことに留意するべきである。ＷＣＤＭＡ、ＷｉＭａｘ、ＵＭＢ、及びＧＳＭを含
む他の無線システムも、本開示に含まれるアイデアを利用することによって利益を得るこ
とができる。
【０１３４】
　「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」又は「含んでいる（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用
語を使用する場合、この用語は、非限定的である、すなわち、「少なくとも～で構成され
る（ｃｏｎｓｉｓｔ　ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｆ）」を意味すると解釈しなければならない
。
【０１３５】
　本発明は、上述した好適な実施例に限定されるものではない。様々な代替、修正及び等
価物が用いられてもよい。したがって、上記の実施形態は、本発明の範囲を限定すると解
釈されるべきではなく、本発明の範囲は添付の請求の範囲により定義される。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２ａ】 【図１２ｂ】
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【図１３ａ】 【図１３ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月28日(2018.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　明細書に記載された発明。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　本発明は、上述した好適な実施例に限定されるものではない。様々な代替、修正及び等
価物が用いられてもよい。したがって、上記の実施形態は、本発明の範囲を限定すると解
釈されるべきではなく、本発明の範囲は添付の請求の範囲により定義される。
　また、本発明は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　チャネル状況情報（ＣＳＩ）を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣ
ＳＩプロセスのためにレポートする無線デバイスにおける方法であって、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得（８１０）することと、
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　前記参照信号リソース内で受信された一又は複数の参照信号に基づいて有効チャネルを
推定（８２０）することと、
　前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用（８３０）して調整された有効チャネ
ルを取得することと、
　前記調整された有効チャネル、及び前記干渉測定リソースに基づいて推定された干渉に
基づいて、チャネル状況情報を決定（８４０）することと、
　前記チャネル状況情報をネットワークノードに送信（８５０）することと
を特徴とする方法。
（態様２）
　各干渉エミュレーション構成につき、前記関連付けられた参照信号に基づいて有効チャ
ネルを推定する（１０４０）ことと、
　その構成のための前記推定された有効チャネルに基づいて、各干渉エミュレーション構
成につき干渉をエミュレート（１０５０）することと、
　さらに前記エミュレートされた干渉に基づいてチャネル状況情報を決定（１０６０）す
ることと
をさらに含み、前記ＣＳＩプロセスがさらに一又は複数の干渉エミュレーション構成に対
応し、各干渉エミュレーション構成が想定された干渉物から受信された参照信号に関連付
けられる、態様１に記載の方法。
（態様３）
　各干渉エミュレーション構成につき、前記エミュレートされた干渉に前記調整値を適用
することをさらに含む、態様２に記載の方法。
（態様４）
　前記干渉エミュレーション構成に対して第２の調整値を取得し、各構成につき前記エミ
ュレートされた干渉に前記第２の調整値を適用することをさらに含む、態様２に記載の方
法。
（態様５）
　前記ＣＳＩプロセスが少なくとも２つの参照信号リソースに対応し、調整値が前記参照
信号リソースのそれぞれ１つに関連付けられる、態様１から４のいずれか一つに記載の方
法。
（態様６）
　前記ＣＳＩプロセスの各参照信号リソースにつき、前記参照信号リソース内で受信され
た一又は複数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定（８２０）し、前記参照信号リソ
ースに関連付けられる前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用して、調整された
有効チャネルを取得することと、
　前記調整された有効チャネル及び推定された干渉に基づいてチャネル状況情報を決定（
８４０）することと
をさらに含む、態様５に記載の方法。
（態様７）
　前記調整値が電力測定オフセットである、態様１から６のいずれか一つに記載の方法。
（態様８）
　追加の非ＣＳＩプロセス固有電力オフセットを前記推定された有効チャネルに適用（９
３０）することをさらに含む、態様７に記載の方法。
（態様９）
　前記参照信号がチャネル状況情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）であり、前記追加の電力オ
フセットが前記ＣＳＩ－ＲＳと関連付けられる、態様８に記載の方法。
（態様１０）
　前記調整値がスケーリングファクタである、態様１から６のいずれか一つに記載の方法
。
（態様１１）
　前記調整値に基づいて少なくとも１つの他のＣＳＩプロセスに対してチャネル状況情報
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を決定することをさらに含む、態様１から１０のいずれか一つに記載の方法。
（態様１２）
　前記調整値がネットワークノードから取得される、態様１から１１のいずれか一つに記
載の方法。
（態様１３）
　ネットワークノードからインデックスを受信することと、所定のルックアップテーブル
からの前記インデックスに対応する前記調整値を読み出すことによって前記調整値を取得
することとをさらに含む、態様１から１１のいずれか一つに記載の方法。
（態様１４）
　前記チャネル状況情報が、チャネル品質指標、プリコーディング行列指標、ランク指標
、及びプリコーディング行列タイプのうちの一又は複数を含む、態様１から１３のいずれ
か一つに記載の方法。
（態様１５）
　前記無線デバイスが、同一の参照信号リソースに対応する２つのＣＳＩプロセスによっ
て構成され、種々の調整値に関連付けられる、態様１から１４のいずれか一つに記載の方
法。
（態様１６）
　前記参照信号リソースが、所望の信号に対応する一又は複数の参照信号が受信される一
連のリソース要素を含み、前記干渉測定リソースが、前記所望の信号に干渉すると想定さ
れる一又は複数の信号が受信される一連のリソース要素を含む、態様１から１５のいずれ
か一つに記載の方法。
（態様１７）
　前記参照信号リソースがＣＳＩ－ＲＳリソースである、態様１から１６のいずれか一つ
に記載の方法。
（態様１８）
　前記干渉測定リソースが、セル固有参照信号リソースであり、干渉が、前記セル固有参
照信号リソース内で受信された前記信号からデコードされたセル固有参照信号を減じるこ
とによって推定される、態様１から１７のいずれか一つに記載の方法。
（態様１９）
　チャネル状況情報（ＣＳＩ）を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣ
ＳＩプロセスのために無線デバイスから受信するネットワークノードにおける方法であっ
て、前記ネットワークノードが、協調マルチポイント送信のためのクラスタ内に含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値のインディケーションを前記無線デバイス
に送信する（１１３０）ことと、
　前記無線デバイスから前記ＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を受信（１１４
０）することと
を特徴とする方法。
（態様２０）
　前記参照信号リソースが、前記無線デバイスによる受信が意図される信号に対応する一
又は複数の参照信号が送信される一連のリソース要素を含み、前記干渉測定リソースが、
前記所望の信号に干渉すると想定される一又は複数の信号が受信される一連のリソース要
素を含む、態様１９に記載の方法。
（態様２１）
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる干渉仮説に基づいて前記調整値を決定（１１２０
）することをさらに含み、前記干渉仮説が、前記無線デバイスによる受信が意図される信
号に干渉すると想定される一連の送信ポイントに対応する、態様１９又は２０に記載の方
法。
（態様２２）
　前記干渉仮説に従って想定される干渉性送信ポイントからの干渉を補償するように、前
記調整値が決定され、前記干渉が前記無線デバイスによって推定されない、態様１９から
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２１のいずれか一つに記載の方法。
（態様２３）
　前記調整値が、前記干渉仮説に従って干渉すると想定される一又は複数の送信ポイント
からの干渉を補償するが、前記無線デバイスのための測定セットに含まれない、態様１９
から２２のいずれか一つに記載の方法。
（態様２４）
　前記ＣＳＩプロセスのための構成情報を前記無線デバイスに送信する（１１１０）こと
をさらに含む、態様１９から２３のいずれか一つに記載の方法。
（態様２５）
　前記調整値のインディケーションが前記構成情報に含まれる、態様２４に記載の方法。
（態様２６）
　前記受信されたチャネル状況情報に基づいてリンク適応を実行する（１１５０）ことを
さらに含む、態様１９から２５のいずれか一つに記載の方法。
（態様２７）
　無線回路（１３１０）及び処理回路（１３２０）を含み、チャネル状況情報（ＣＳＩ）
を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣＳＩプロセスのためにレポート
する、無線デバイス（１３００）において、前記処理回路（１３２０）が、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値を取得し、
　前記参照信号リソース内で、前記無線回路（１３１０）を介して、受信された一又は複
数の参照信号に基づいて有効チャネルを推定し、
　前記調整値を前記推定された有効チャネルに適用して調整された有効チャネルを取得し
、
　前記調整された有効チャネル、及び前記干渉仮説に基づいて推定された干渉に基づいて
、チャネル状況情報を決定し、
　前記チャネル状況情報を、前記無線回路（１３１０）を介して、ネットワークノード（
１２００）に送信するように構成されること
を特徴とする無線デバイス（１３００）。
（態様２８）
　無線回路（１２１０）及び処理回路（１２２０）を含み、チャネル状況情報（ＣＳＩ）
を、参照信号リソース及び干渉測定リソースに対応するＣＳＩプロセスのために無線デバ
イス（１３００）から受信する、ネットワークノード（１２００）において、前記処理回
路（１２２０）が、
　前記ＣＳＩプロセスと関連付けられる調整値のインディケーションを、前記無線回路（
１２１０）を介して、前記無線デバイス（１３００）に送信し、
　前記無線デバイス（１３００）から前記ＣＳＩプロセスに関連するチャネル状況情報を
、前記無線回路（１２１０）を介して、受信するように構成されること
を特徴とするネットワークノード（１２００）。
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